
◎地球温暖化をどうしたら防げるか

人類が産業活動のため、工場などでエネルギーを

たくさん使ったり、生活するためにさまざまな電

化製品や、冷房、暖房など、多くのエネルギーを

使ってきたため、二酸化炭素の排出量も増え、地

球を暖め、地球温暖化に向かっている、そこで無

駄な物は使わない、ごみを減らす努力をしよう！

◎どうしたらごみを減らせるか

・生ごみを燃やさないで堆肥を作ろう。

・紙類も、雑紙、ダンボール、本類と、きちんと

分別、紙ならすべて資源に！

・プラスチック類も、ペットボトルはキャップを

取り、きれいにしてつぶして出す。トレーはス

ーパーへ返す。プラマーク付の容器包装類は、

きれいにして出しましょう。缶やビン、危険物

等が混入しています、きちんと分別して出しま

しょう。

☆このミニ情報のカレンダーにて毎月館内で行われる

催しをお知らせいたします。催し物がない日でも、気楽

にお出かけください。良い情報交換ができると思います。

《わくわくワーク》ここで行うボランティアの活動

をわくわくワークといいます。毎週木曜日１０時～４時、

わくわく工房にて行っています。

『ボランティア随時募集しています！』

★修理工房よりお知らせ

刃物研ぎ…毎週水曜日 午後１時から午後３時まで

※※※お一人１本（無料）…１日１０本まで※※※

★環境に配慮したグリーン購入のお手伝いとして、

エコ文具の販売､ペットボトルから作ったネクタイの

販売と、手づくりのリサイクル品、布ぞうり､袋物､

さき織り製品等を販売しています。

平成２２年３月カレンダー

1 月

2 火

3 水

4 木

5 金

6 土 休館日

7 日 休館日

8 月

9 火

10 水

11 木 着物からリバーシブルベスト10 時̃

12 金

13 土 休館日

14 日 休館日

15 月 布ぞうり作り 10 時～3時

16 火

17 水

18 木 着物からリバーシブルベスト10 時̃

19 金

20 土 休館日

21 日 休館日

22 月 休館日

23 火 布ぞうり作り 10 時～3時

24 水

25 木

26 金

27 土 休館日

28 日 休館日

29 月

30 火

31 水

発行者 ｢エコ・サポート２１｣

天神３丁目１１番３１号

電話 ２３－５１４４



◇わくわく講座◇ 参加費各講座 100円

★着物からリバーシブルベスト（丸首） （定員８名）

日 時：１１日（木）、１８日（木） 1０時～３時（２回コース）

持ち物：着物（解いて）、裏用布地、裁縫用具、型紙用紙、弁当

材料費：１００円

諸経費：１００円（１回につき）

★布ぞうり作り (定員１０名)

日 時：１５日（月）、２３日（火）１０時～３時（２回コース）

持ち物：ゆかた等木綿の布、ものさし３０㎝位､はさみ、お弁当

材料費：３０円

※講座１回につき、参加費１００円

申し込み､問い合わせ先

｢エコ・ハウス｣（上田クリーンセンター内）上田市天神３－１１－３１ 電話２３－５１４４

[エコ・サポート２１ホームページ]

http://www.city.ueda.nagano.jp/ecohouse/index.html

体験コーナー

★空き缶のリサイクル

★牛乳パックのリサイクル

少しの時間で作れる物が

あります。

さあ！出かけましょう

エコ・ハウスへ

ごみ減量アドバイザー任期終了

ごみ減量アドバイザーの任期が終わろうとしています。

アドバイザーの仕事をする前は、生ごみはコンポスターで

処理していましたが、夏には虫がわいたり、冬は固くなっ

て思ったようなよい堆肥が出来ませんでした。土を入れて

攪拌したり、水切りをしっかりしたりと、処理の仕方を教

えていただき、コンポスターの使い方を学び良い堆肥作り

が出来るようになりました。また、コンポスターだけでは

処理しきれず、ただ畑に埋めていた生ごみは「ぱっくん」

との併用ですべて生ごみは自家処理出来る様になりまし

た。その堆肥を使い季節の野菜作りを楽しんでいます。こ

の３年間に学んだ事は、これからも地域に情報発信してい

きたいと思います。

生ごみの堆肥化とごみ減量

わかりやすく､

すぐ実行で

きる




